
(57)【要約】

【課題】異形記録媒体とディスク形記録媒体とを判別し

て異形記録媒体が機器本体に挿入される前にこの異形記

録媒体を機器本体内から排出できる記録媒体再生装置を

提供する。

【解決手段】ＣＤプレーヤ１は機器本体５と搬送ユニッ

ト６と検出・判別ユニット７を備えている。搬送ユニッ

ト６は大径及び小径ＣＤを機器本体５内に搬送する。検

出・判別ユニット７は一対の検出ピン１０と一対の変位

センサ１１とＣＰＵ１４などを備えている。一対の検出

ピン１０は機器本体５の幅方向Ｘに沿って互いに接離自

在に設けられ機器本体５内に挿入される大径及び小径Ｃ

Ｄの外縁に接触する。変位センサ１１は検出ピン１２の

変位を検出したＣＰＵ１４に向かって出力する。ＣＰＵ

１４は変位センサ１１からの情報に基づいて機器本体５

内に大径ＣＤと小径ＣＤと異形記録媒体としてのカード

型ＣＤのうちいずれかが挿入されたかを判別する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を 機 器 本 体 に
収 容 し て 、 こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す 記 録 媒 体 再 生 装 置 に
お い て 、
　 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と と も に 、 前 記 大 径
デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の
外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 前 記 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に
挿 入 さ れ る 際 に 少 な く と も 一 方 が 該 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ
る 方 向 に 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン と 、
　 前 記 検 出 ピ ン の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 機 器 本 体 内 に 記 録 媒 体 を 導 く 搬 送 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン の 変 位 に 基 づ い て 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ
た 記 録 媒 体 が 前 記 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 前 記 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と こ れ ら の デ ィ
ス ク 形 記 録 媒 体 と は 外 形 の 異 な る 異 形 記 録 媒 体 と の う ち 何 れ か 一 つ で あ る か を 判 定 し 、 機
器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 前 記 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 し た 際 に 前 記 搬 送 手 段 に
前 記 記 録 媒 体 を 前 記 機 器 本 体 内 か ら 排 出 さ せ る 判 定 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 判 定 手 段 は 、 前 記 記 録 媒 体 の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 部 と 前 記 記 録 媒 体 の 形 状 を 判
別 す る 形 状 判 定 部 と を 有 す る 第 １ デ ィ ス ク 判 定 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 記 録 媒 体 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ デ ィ ス ク 判 定 部 の 外 径 判 定 部 は 、 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン 間 の 最 大 距 離 か ら 前 記 記
録 媒 体 の 外 径 を 判 定 し 、
　 前 記 形 状 判 定 部 は 、 前 記 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記
検 出 ピ ン が 近 づ く 際 の 変 化 率 か ら 前 記 記 録 媒 体 の 形 状 を 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 記 録 媒 体 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 判 定 手 段 は 、 前 記 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す
る 対 称 判 定 部 を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 記 録 媒 体 再 生
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 判 定 手 段 の 対 称 判 定 部 は 、 前 記 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移
動 し た 前 記 検 出 ピ ン が 近 づ く 方 向 に 移 動 し 始 め る 時 期 か ら 前 記 記 録 媒 体 が 対 称 形 で あ る か
否 か を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 記 録 媒 体 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 判 定 手 段 は 、 前 記 機 器 本 体 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 対 称 形 で あ る 場 合 に 前 記 第 １ デ
ィ ス ク 判 定 部 が 記 録 媒 体 の 外 径 と 形 状 と 判 定 し 、 前 記 機 器 本 体 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 非
対 称 形 で あ る 場 合 に 前 記 記 録 媒 体 を 挿 入 す る 際 に 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン が 共 に 移 動 す る 場 合
は 、 前 記 記 録 媒 体 を 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 す る と 共 に 、 前 記 検 出 ピ ン の 一 方 が 常 に 止
ま っ た 状 態 で あ る 場 合 は 、 前 記 他 方 の 検 出 ピ ン の 位 置 に よ り 前 記 記 録 媒 体 の 外 径 と 形 状 を
判 別 す る 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 記 録 媒 体 再 生 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を 機 器 本 体 に
収 容 し て 、 こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す 記 録 媒 体 再 生 装 置 の
記 録 媒 体 の 判 別 方 法 に お い て 、
　 前 記 記 録 媒 体 再 生 装 置 が 、 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ
て い る と と も に 、 前 記 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該
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大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 前 記 小 径 デ ィ ス ク
形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 少 な く と も 一 方 が 該 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の
外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン と 、
　 前 記 検 出 ピ ン の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン 間 の 最 大 距 離 か ら 前 記 記 録 媒 体 の 外 径 を 判
定 す る 外 径 判 定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン が 近 づ く 際
の 変 化 率 か ら 前 記 記 録 媒 体 の 形 状 を 判 定 す る 形 状 判 定 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 ん だ こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 再 生 装 置 の 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン が 近 づ く 方
向 に 移 動 し 始 め る 時 期 か ら 前 記 記 録 媒 体 を 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 対 称 判 定 ス テ ッ
プ を 更 に 含 み 、 前 記 対 称 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 対 称 形 で
あ る と 判 定 す る と 、 前 記 外 径 判 定 ス テ ッ プ と 前 記 形 状 判 定 ス テ ッ プ で 外 径 と 形 状 を 判 定 し
、
　 前 記 対 称 判 定 ス テ ッ プ で 前 記 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 非 対 称 形 で あ る と 判 定
す る と 、 前 記 記 録 媒 体 を 挿 入 す る 際 に 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン が 共 に 移 動 す る 場 合 は 、 前 記 記
録 媒 体 を 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 す る と 共 に 、 前 記 検 出 ピ ン の 一 方 が 常 に 止 ま っ た 状 態
で 他 方 の 検 出 ピ ン の 位 置 に よ り 前 記 記 録 媒 体 の 外 径 と 形 状 を 判 別 す る 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 ス
テ ッ プ を 更 に 含 ん だ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 記 録 媒 体 再 生 装 置 の 記 録 媒 体 の 判 別
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 な ど に 搭 載 さ れ る 記 録 媒 体 再 生 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 例 え ば 、
外 径 が １ ２ ｃ ｍ 又 は ８ ｃ ｍ の Compact Diskな ど の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 か ら 情 報 を 読 み 出 す
記 録 媒 体 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ 以 下 、 Ｃ Ｄ と 記 す ） な ど の 記 録 媒 体 を 収 容 し 、 こ の 記 録 媒 体 か ら
情 報 を 読 み 出 す 記 録 媒 体 再 生 装 置 が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ ， ４ 参
照 ） 。 こ の 種 の 記 録 媒 体 再 生 装 置 は 、 例 え ば 、 自 動 車 な ど に 搭 載 さ れ る と と も に 、 機 器 本
体 と 、 搬 送 ユ ニ ッ ト と 、 再 生 ユ ニ ッ ト と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 機 器 本 体 は 、 扁 平 な 箱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 機 器 本 体 に は 、 前 述 し た 記 録 媒 体 を 出 し 入
れ す る 挿 入 口 が 設 け ら れ て い る 。 搬 送 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 挿 入 口 を 通 し て 、 記 録 媒 体 を 機 器
本 体 内 に 出 し 入 れ す る 。 再 生 ユ ニ ッ ト は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト に よ り 機 器 本 体 内 に 収 容 さ れ た 記
録 媒 体 の 情 報 を 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 し た 構 成 の 記 録 媒 体 再 生 装 置 は 、 例 え ば 、 外 径 が １ ２ ｃ ｍ の 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒
体 又 は 外 径 が ８ ｃ ｍ の 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 挿 入 さ れ て 、 こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒
体 の 情 報 を 読 み 出 す 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ６ ０ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ２ ３ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ８ １ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ３ ０ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 、 記 録 媒 体 と し て 、 前 述 し た 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と
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の 他 に 、 例 え ば 、 平 面 形 状 が 矩 形 状 の カ ー ド 形 記 録 媒 体 や 、 平 面 形 状 が 小 判 形 （ 樽 形 と も
い う ） の カ ー ド 形 記 録 媒 体 な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 用 い ら れ る よ う に な っ て き た 。 な お 、 小
判 形 の カ ー ド 形 記 録 媒 体 は 、 円 板 状 の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 両 端 が 切 り 落 と さ れ た 格 好 に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た 記 録 媒 体 再 生 装 置 は 、 異 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 に 挿 入 さ れ て し ま う が 、 挿 入 さ
れ た 異 形 記 録 媒 体 を 位 置 決 め す る こ と が で き ず に 、 該 異 形 記 録 媒 体 か ら 情 報 を 読 み 出 す こ
と が で き な い 。 ま た 、 前 述 し た 記 録 媒 体 再 生 装 置 は 、 異 形 記 録 媒 体 を 機 器 本 体 内 か ら 排 出
す る こ と も 困 難 と な る 。 し た が っ て 、 記 録 媒 体 再 生 装 置 は 、 平 面 形 状 が 円 板 状 と は 異 な る
形 状 の 異 形 記 録 媒 体 と 、 平 面 形 状 が 円 板 状 の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を 判 別 す る こ と が 望 ま
れ て い る と と も に 、 異 形 デ ィ ス ク が 機 器 本 体 に 挿 入 さ れ る 前 に こ の 異 形 デ ィ ス ク を 機 器 本
体 内 か ら 排 出 で き る こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 、 異 形 記 録 媒 体 と 平 面 形 状 が 円 板 状 の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を
判 別 し て 、 異 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 に 挿 入 さ れ る 前 に こ の 異 形 記 録 媒 体 を 機 器 本 体 内 か ら
排 出 で き る 記 録 媒 体 再 生 装 置 と 、 異 形 記 録 媒 体 と 平 面 形 状 が 円 板 状 の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体
と を 判 別 で き る 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 の 記 録 媒 体 再 生 装 置
は 、 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を 機 器 本 体
に 収 容 し て 、 こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す 記 録 媒 体 再 生 装 置
に お い て 、 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と と も に 、
前 記 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該 大 径 デ ィ ス ク 形 記
録 媒 体 の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 前 記 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器
本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 少 な く と も 一 方 が 該 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接 触 し て 互
い に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン と 、 前 記 検 出 ピ ン の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位
を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 機 器 本 体 内 に 記 録 媒 体 を 導 く 搬 送 手 段 と 、 前 記 検 出 手 段 が 検
出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン の 変 位 に 基 づ い て 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 前 記 大
径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 前 記 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と は
外 形 の 異 な る 異 形 記 録 媒 体 と の う ち 何 れ か 一 つ で あ る か を 判 定 し 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ
た 記 録 媒 体 が 前 記 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 し た 際 に 前 記 搬 送 手 段 に 前 記 記 録 媒 体 を 前 記
機 器 本 体 内 か ら 排 出 さ せ る 判 定 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 の 記 録 媒 体 再 生 装 置
の 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 は 、 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と 小 径 デ ィ ス ク 形
記 録 媒 体 と を 機 器 本 体 に 収 容 し て 、 こ れ ら の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み
出 す 記 録 媒 体 再 生 装 置 の 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 に お い て 、 前 記 記 録 媒 体 再 生 装 置 が 、 互 い に
接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と と も に 、 前 記 大 径 デ ィ ス ク
形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接
触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 前 記 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ
る 際 に 少 な く と も 一 方 が 該 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に
移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン と 、 前 記 検 出 ピ ン の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位 を 検 出 す る 検 出 手
段 と 、 を 備 え 、 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン 間 の 最 大 距 離 か ら 前 記 記 録 媒
体 の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 の 外 縁 に 当 接 し て 離 間
方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン が 近 づ く 際 の 変 化 率 か ら 前 記 記 録 媒 体 の 形 状 を 判 定 す る 形 状
判 定 ス テ ッ プ と を 含 ん だ こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 記 録 媒 体 再 生 装 置 を 説 明 す る 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態
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に か か る 記 録 媒 体 再 生 装 置 の 判 定 手 段 は 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る 記 録 媒 体 の 外 縁 に 接 触
し て 、 こ の 記 録 媒 体 か ら 押 圧 さ れ る こ と で 互 い に 接 離 す る 一 対 の 検 出 ピ ン の 変 位 に 基 づ い
て 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 円 板 状 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ う す る こ と で
、 異 形 記 録 媒 体 と 平 面 形 状 が 円 板 状 の デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と を 判 別 で き る よ う に し て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 判 定 手 段 は 、 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 が 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 別 し た
際 に 、 搬 送 手 段 に 記 録 媒 体 を 排 出 さ せ る 。 こ う す る こ と で 、 異 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 に 挿
入 さ れ る 前 に こ の 異 形 記 録 媒 体 を 機 器 本 体 内 か ら 排 出 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 判 定 手 段 が 、 記 録 媒 体 を 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 対 称 判 定 部 と
、 記 録 媒 体 の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 部 と 記 録 媒 体 の 形 状 を 判 定 す る 形 状 判 定 部 を 有 す る
第 １ デ ィ ス ク 判 定 部 と 、 を 備 え て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 対 称 判 定 部 が 記 録 媒 体 を 対 称 形 で な い と 判 定 す る と 、 記 録 媒 体 の 外
径 と 形 状 を 判 別 す る 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 を 備 え て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 は 、 記 録 媒 体 が 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 対 称
判 定 ス テ ッ プ と 、 記 録 媒 体 の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 ス テ ッ プ と 、 記 録 媒 体 の 形 状 を 判 定
す る 形 状 判 定 ス テ ッ プ と 、 を 含 ん で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 記 録 媒 体 の 判 別 方 法 は 、 対 称 判 定 ス テ ッ プ で 記 録 媒 体 を 対 称 形 で な い
と 判 定 す る と 、 記 録 媒 体 の 外 径 と 形 状 を 判 別 す る 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 ス テ ッ プ を 含 ん で も 良
い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 記 録 媒 体 再 生 装 置 の 一 例 と し て の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ を 、
図 １ な い し 図 ２ ０ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ な ど に 示 す Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 例 え ば 、 移 動
体 と し て の 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル （ 以 下 、 イ ン パ ネ と 呼 ぶ ） に 装 着 さ れ る 。 Ｃ
Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 図 ２ に 示 す 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 、 図 ３ に 示 す
小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ ３ と が 選 択 的 に 後 述 の 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ
る 。 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 こ れ ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 し て 、 音 声 と し て 出
力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｃ Ｄ ２ ， ３ は 、 勿 論 、 薄 手 の 円 板 状 即 ち デ ィ ス ク 状 に 形 成 さ れ て お り 、 コ ン ピ ュ ー タ な
ど の 電 子 機 器 で 読 み と る こ と の で き る 情 報 を 記 録 し た デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 で あ る 。 本 実 施
例 で は 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ の 外 径 Ｒ は 、 １ ２ ０ ｍ ｍ （ １ ２ ｃ ｍ ） で あ り 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 ｒ は
、 ８ ０ ｍ ｍ （ ８ ｃ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 図 ４ に 示 す カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 後 述 の 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 す る
こ と を 阻 止 す る 。 図 ４ に 示 す カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ は 、 平 面 形 状 が 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 カ
ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ の 短 辺 の 長 さ Ｂ は 、 前 述 し た 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 ｒ よ り 短 い 。 な お 、 短 辺 と は
、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ の 外 縁 の 短 い 方 の 辺 で あ る 。 な お 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ は 、 本 明 細 書 に 記 し
た 異 形 記 録 媒 体 を な し て い る 。 則 ち 、 本 明 細 書 に 記 し た 異 形 記 録 媒 体 と は 、 平 面 形 状 が 円
板 状 と は 異 な る 形 状 の 記 録 媒 体 全 て を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 機 器 本 体 ５ （ 図 １ に 示 す ） と 、 搬 送 手 段 と し て
の 搬 送 ユ ニ ッ ト ６ と 、 再 生 手 段 と し て の 図 示 し な い 再 生 ユ ニ ッ ト と 、 検 出 ・ 判 別 手 段 と し
て の 検 出 ・ 判 別 ユ ニ ッ ト ７ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 以 下 、 図 １ 中 の 矢 印 Ｘ を Ｃ Ｄ プ レ ー
ヤ １ の 幅 方 向 と 記 し 、 矢 印 Ｙ を Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の 奥 行 き 方 向 と 記 し 、 矢 印 Ｚ を Ｃ Ｄ プ レ ー
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ヤ １ の 厚 み 方 向 と 記 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 機 器 本 体 ５ は 、 扁 平 な 箱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 機 器 本 体 ５ に は 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ を 機 器 本 体
５ 内 に 出 し 入 れ す る 挿 入 口 ８ が 設 け ら れ て い る 。 挿 入 口 ８ は 、 勿 論 、 機 器 本 体 ５ の 内 外 を
連 通 し て い る 。 ま た 、 機 器 本 体 ５ に は 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の 各 種 の 操 作 を 行 う た め の 図 示 し
な い 操 作 ス イ ッ チ や 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の 駆 動 状 況 な ど を 表 示 す る Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal
 Display） な ど を 備 え た 図 示 し な い 表 示 パ ネ ル が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 搬 送 ユ ニ ッ ト ６ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 駆 動 源 と し て の モ ー タ ９ と 、 ロ ー ラ ２ ０ と を 備
え て い る 。 モ ー タ ９ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ て お り 、 こ の 機 器 本 体 ５ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ロ ー ラ ２ ０ は 、 挿 入 口 ８ の 近 傍 に 配 さ れ 、 機 器 本 体 ５ な ど に 軸 芯 周 り に 回 転 自 在 に 支 持
さ れ て い る 。 ロ ー ラ ２ ０ の 軸 芯 即 ち 長 手 方 向 は 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の 幅 方 向 Ｘ 則 ち 挿 入 口 ８
の 長 手 方 向 に 沿 っ て い る 。 ロ ー ラ ２ ０ は 、 外 周 面 に 挿 入 口 ８ 内 を 通 さ れ る Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４
が 接 触 す る 。 ロ ー ラ ２ ０ は 、 モ ー タ ９ に よ り 、 軸 芯 周 り に 回 転 さ れ る 。 ロ ー ラ ２ ０ の 外 周
面 に Ｃ Ｄ ２ が 接 触 し 、 ロ ー ラ ２ ０ が モ ー タ ９ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る こ と で 、 搬 送 ユ ニ ッ ト
４ は 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 通 し て 、 該 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 機 器 本 体 ５ に 出 し 入 れ
す る 。 こ う し て 、 搬 送 ユ ニ ッ ト ４ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 導 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 再 生 ユ ニ ッ ト は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ て い る と と も に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た
大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ を 位 置 決 め し て 、 こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ を ク ラ ン プ す る 。 そ し て 、
こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ を 回 転 す る と と も に 、 こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ の 所 定 の 位 置 の 情 報 記 録 面
の 情 報 を 読 み 出 し て 、 音 声 情 報 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 検 出 ・ 判 別 ユ ニ ッ ト ７ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 図 示 し な い 挿 入 検 出 器 と 、 一 対 の 検 出 ピ
ン １ ０ と 、 検 出 手 段 と し て の 一 対 の 変 位 セ ン サ １ １ と 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ と 、 記 憶 手 段
と し て の Ｒ Ｏ Ｍ １ ３ と 、 判 定 手 段 と し て の Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 挿 入 検 出 器 は 、 例 え ば 、 周 知 の Ｌ Ｄ （ Laser Diode） や 周 知 の Ｐ Ｄ （ Photodiode） な ど
を 備 え 、 前 述 し た 挿 入 口 ８ の 近 傍 で か つ 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 Ｌ Ｄ は 、 レ ー ザ
光 を 出 射 す る 。 Ｐ Ｄ は 、 Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 を 受 光 す る 。 挿 入 検 出 器 は 、 挿 入 口 ８ 内 に 物
体 が 通 さ れ る と 、 Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ る こ と で 、 挿 入 口 ８ 内 に 物 体 が 通 さ れ た こ
と 則 ち 機 器 本 体 ５ 内 に 物 体 が 挿 入 さ れ た こ と を 検 出 す る 。 挿 入 検 出 器 は 、 挿 入 口 ８ 内 に 物
体 が 通 さ れ た こ と 則 ち 機 器 本 体 ５ 内 に 物 体 が 挿 入 さ れ た こ と を 示 す 情 報 を 、 判 定 手 段 と し
て の Ｃ Ｐ Ｕ な ど に 向 け て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 検 出 ピ ン １ ０ は 、 挿 入 口 ８ の 近 傍 に 配 さ れ 、 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 検 出 ピ ン
１ ０ は 、 互 い に 、 挿 入 口 ８ の 長 手 方 向 則 ち 機 器 本 体 ５ の 幅 方 向 Ｘ に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 配
さ れ て い る 。 検 出 ピ ン １ ０ は 、 機 器 本 体 ５ の 底 壁 若 し く は 天 井 壁 か ら 立 設 し た 格 好 に 配 さ
れ て い る 。 ま た 、 検 出 ピ ン １ ０ は 、 挿 入 口 ８ の 長 手 方 向 則 ち 機 器 本 体 ５ の 幅 方 向 Ｘ に 沿 っ
て 移 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、 図 示 し な い コ イ ル ば ね な ど の 付 勢 手 段 に よ り 、 互 い に 近 づ
く 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。 則 ち 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ て い
る 。 な お 、 接 離 と は 、 互 い に 近 づ い た り 離 れ る こ と を い う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、 挿 入 口 ８ 内 に 大 径 Ｃ Ｄ ２ が 通 さ れ る 際 に 、 図 ９ な い し 図 １ １ に
示 す よ う に 、 こ の 大 径 Ｃ Ｄ ２ の 外 縁 が 双 方 に 接 触 す る 位 置 に 配 さ れ て い る 。 そ し て 、 一 対
の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 は 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ か ら 押 圧 さ れ て 、 前 述 し た 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に 抗 し て
、 一 旦 互 い に 離 れ た 後 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ の 中 央 部 が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 再 度 互 い に
近 づ く 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、 挿 入 口 ８ 内 に 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 通 さ れ る 際 に 、 図 １ ２ な い し 図 １ ４
に 示 す よ う に 、 こ の 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 縁 が 双 方 に 接 触 し た り 、 図 １ ５ 中 の 実 線 及 び 二 点 鎖 線
で 示 す よ う に 、 一 方 の み に 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 縁 が 接 触 す る 位 置 に 配 さ れ て い る 。 こ の よ う に
、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、 少 な く と も 一 方 が 挿 入 口 ８ を 通 し て 機 器 本 体 ５ に 挿 入 さ れ る 小
径 Ｃ Ｄ ３ と 接 触 す る 位 置 に 配 さ れ て い る 。 ま た 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 挿
入 さ れ る 際 も 、 少 な く と も 一 方 が こ の 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 縁 に 接 触 し て 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ か ら 押 圧
さ れ て 、 前 述 し た 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に 抗 し て 一 旦 互 い に 離 れ た 後 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 中 央 部 が
機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 再 度 互 い に 近 づ く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 対 の 変 位 セ ン サ １ １ に は 、 そ れ ぞ れ 、 検 出 ピ ン １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 変 位 セ ン
サ １ １ は 、 機 器 本 体 ５ の 幅 方 向 Ｘ 則 ち 挿 入 口 ８ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 を
検 出 す る 。 則 ち 、 変 位 セ ン サ １ １ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 接 離 方 向 に 沿 っ た こ れ ら の 検
出 ピ ン １ ０ の 変 位 を 検 出 す る 。 図 示 例 で は 、 変 位 セ ン サ １ １ は 、 互 い に 最 も 近 づ い た 一 対
の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 中 央 Ｓ か ら の 各 検 出 ピ ン １ ０ ま で の 距 離 を 示 す 情 報 を 、 前 述 し た 検 出
ピ ン １ ０ の 変 位 を 示 す 情 報 と し て 、 判 定 手 段 と し て の Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ に 向 か っ て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 述 し た 変 位 セ ン サ １ １ と し て 、 従 来 よ り 周 知 の 可 変 抵 抗 器 、 磁 気 抵 抗 素 子 、 マ グ ネ ス
ケ ー ル 、 光 電 素 子 を 用 い た 変 位 セ ン サ 等 を 用 い て も 良 い 。 変 位 セ ン サ １ １ と し て 、 ス イ ッ
チ を 前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 移 動 方 向 則 ち 機 器 本 体 ５ の 幅 方 向 に 沿 っ て 複 数 並 べ 、 前 述 し た 検
出 ピ ン １ ０ の 位 置 に 応 じ て オ ン す る ス イ ッ チ を 切 り 換 え る こ と で 検 出 ピ ン １ ０ の 位 置 則 ち
変 位 を 検 出 す る も の を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は 、 例 え ば 、 周 知 の Ｌ Ｄ （ Laser Diode） や 周 知 の Ｐ Ｄ （ Photodiod
e） な ど を 備 え 、 前 述 し た 挿 入 口 ８ の 近 傍 で か つ 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 Ｌ Ｄ は
、 レ ー ザ 光 を 出 射 す る 。 Ｐ Ｄ は 、 Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 を 受 光 す る 。 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は
、 前 述 し た 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 中 央 Ｓ と 前 述 し た 機 器 本 体 ５ の 奥 行 き 方 向 Ｙ に 沿 っ て
並 ぶ 位 置 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 中 央 部 が 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 に 位
置 付 け ら れ た 後 、 こ れ ら 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 互 い に 近 づ く 際 に 、 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ に
よ り Ｌ Ｄ か ら Ｐ Ｄ に 向 か う 光 が 遮 ら れ る 位 置 に 配 さ れ て い る 。 ま た 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２
は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体
が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し 、 こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ か ら
一 旦 離 れ た 後 、 再 度 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め る 際 に 、 Ｌ Ｄ か ら の 光 を Ｐ Ｄ が 受 光
で き る 位 置 則 ち Ｌ Ｄ か ら Ｐ Ｄ に 向 か う 光 が カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ に 遮 ら れ な い 位 置 に 配 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は 、 図 ２ ０ 中 の 実 線 で 示 す 位 置 か ら 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置
に 向 か う 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 双 方 の 検 出 ピ ン
１ ０ に 接 触 し 、 こ れ ら 双 方 の 検 出 ピ ン １ ０ を 互 い に 離 し た 後 、 再 度 互 い に 近 づ き 始 め る 際
に 、 Ｌ Ｄ か ら Ｐ Ｄ に 向 か う 光 を カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 遮 る こ と が 可 能 な 位 置 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は 、 前 述 し た よ う に Ｃ Ｄ ２ ， ３ に よ り Ｌ Ｄ か ら Ｐ Ｄ に 向 か う 光 が 遮
ら れ る こ と で 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 通 さ れ た こ と 則 ち 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ が
挿 入 さ れ た こ と を 検 出 す る 。 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ は 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 通 さ れ た
こ と 則 ち 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 挿 入 さ れ た こ と を 示 す 情 報 を 、 判 定 手 段 と し て の Ｃ
Ｐ Ｕ １ ４ な ど に 向 け て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｒ Ｏ Ｍ １ ３ は 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ を 動 作 さ れ る た め の プ ロ グ ラ ム な ど を 記 憶 し て い る 。 Ｒ
Ｏ Ｍ １ ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ を 後 述 す る よ う に 動 作 さ れ る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 対 称 判 定 部 １ ５ と 、 第 １ デ ィ ス ク 判 定 部 ２ １ と 、 第
２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ と を 備 え 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ３ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 、 以 下
に 示 す よ う に 動 作 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 挿 入 検 出 器 か ら 挿 入 口 ８ 内 に 物 体 が 挿 入 さ れ た こ
と を 示 す 情 報 が 入 力 す る と 、 前 記 モ ー タ ９ を ロ ー ラ ２ ０ が 機 器 本 体 ５ 内 に 物 体 を 挿 入 す る
方 向 に 回 転 駆 動 す る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 少
な く と も 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 変 位 セ ン
サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 双 方 が 止 ま っ た ま ま で あ る と 判 定 す
る と 、 前 記 モ ー タ ９ を 逆 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 対 称 判 定 部 １ ５ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 を 検 出 す る 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に
基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 双 方 が 互 い に 離 れ た 後 、 同 時 期 に 近 づ い た 否 か を 判 定 す
る 。 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 に 接 触 す る と 、 こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ が
機 器 本 体 ５ に 挿 入 さ れ る 際 に 、 図 １ ０ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ は 、
同 時 期 （ 同 時 又 は 略 同 時 の こ と を 示 す ） に 互 い に 近 づ く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の た め 、 対 称 判 定 部 １ ５ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 双 方 が 互 い に 離 れ た 後 、 同 時 期 に
近 づ い た 否 か を 判 定 す る こ と で 、 挿 入 口 ８ 内 に 外 縁 が 円 弧 状 で あ る Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 挿 入 さ れ
た か 異 形 記 録 媒 体 と し て の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 挿 入 さ れ た か を 判 定 す る 。 勿 論 、 対 称 判 定 部
１ ５ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 互 い に 同 時 期 に 近 づ く と 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿
入 さ れ た と 判 定 し 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 互 い に 近 づ く タ イ ミ ン グ に ず れ が あ る 場 合 に は
、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た と 判 定 す る 。 こ う し て
、 対 称 判 定 部 １ ５ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し て の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 円 弧
状 な ど の 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の よ う に 、 対 称 判 定 部 １ ５ は 、 挿 入 さ れ た Ｃ
Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 方 向 に 移 動 し 始
め る 時 期 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ デ ィ ス ク 判 定 部 ２ １ は 、 外 径 判 定 部 １ ６ と 、 形 状 判 定 部 １ ８ と を 備 え て い る 。 外 径
判 定 部 １ ６ は 、 対 称 判 定 部 １ ５ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形 で あ
る と 判 定 す る と 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 互 い に 近
づ き 始 め る 際 の こ れ ら 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 （ 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 最 大 距 離 ）
を 測 定 す る 。 そ し て 、 外 径 判 定 部 １ ６ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 が 前 述 し た 大 径 Ｃ
Ｄ ２ の 外 径 Ｒ で あ る か 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 ｒ で あ る か を 判 定 す る 。 こ う し て 、 外 径 判 定 部 １
６ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 Ｒ ，
ｒ と 同 じ で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の よ う に 、 外 径 判 定 部 １ ６ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０
間 の 最 大 距 離 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 径 を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 外 径 判 定 部 １ ６ が 前
述 し た 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 に 基 づ い て 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し て
の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 Ｒ ， ｒ と 異 な る と 判 定 す る と 、 前 記 モ
ー タ ９ を 逆 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 形 状 判 定 部 １ ８ は 、 外 径 判 定 部 １ ６ が 機 器 本 体 ５ 内 に 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と 同 じ 径
の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 挿 入 さ れ た と 判 定 す る と 、 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 互 い に 近 づ く 時
の 変 化 率 （ 互 い に 近 づ く 速 度 、 単 位 時 間 当 た り の 検 出 ピ ン の 戻 り 量 ） を 算 出 す る 。 形 状 判
定 部 １ ８ は 、 算 出 し た 変 化 率 が 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 範 囲 内 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
こ の 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 範 囲 と は 、 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と を 挿 入 し た 時 の 一 対 の 検
出 ピ ン １ ０ が 互 い に 近 づ く 時 の 変 化 率 を 含 む 範 囲 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｃ Ｄ ２ ， ３ と カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ と の 外 形 の 違 い に よ り 、 図 ９ な い し 図 １ ４ に 示 す よ う に 大
径 Ｃ Ｄ ２ 又 は 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 時 の 変 化 率 は 、 図 １ ７ 中 の 実 線 で 示
す 位 置 か ら 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置 に 向 か う 前 述 し た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 挿 入 し た 時 の 変 化 率 よ
り 十 分 に 小 さ く な る 。 こ の よ う に 、 形 状 判 定 部 １ ８ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 大 径 Ｃ Ｄ ２ 又 は 小
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径 Ｃ Ｄ ３ が 挿 入 さ れ た か 否 か を 判 定 す る 。 よ っ て 、 外 形 が 円 弧 状 で あ り か つ 対 称 形 の カ ー
ド 形 Ｃ Ｄ ４ ａ （ 図 ５ に 示 す ） の よ う な 記 録 媒 体 を 判 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ う し て 、
形 状 判 定 部 １ ８ は 、 対 称 判 定 部 １ ５ が 対 称 形 で あ る と 判 定 し 、 外 径 判 定 部 １ ６ が 大 径 Ｃ Ｄ
２ 又 は 小 径 Ｃ Ｄ ３ と 同 じ 径 の デ ィ ス ク で あ る と 判 定 し た 際 に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た
Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 円 板 状 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の よ う に 、 形 状 判 定 部 １ ８ は 、 挿 入
さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 際 の 変
化 率 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 形 状 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 対 称 判 定 部 １ ５ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し
て の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形 と 異 な る と 判 定 す る と 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ
３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し か つ こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ を 押 圧 し た 状 態 と 、 機
器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し た 状 態 と 、 機
器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 双 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 接 触 し た 状 態 と を 判 別 す
る こ と で 、 機 器 本 体 ５ 内 に 小 径 Ｃ Ｄ ３ と カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 と の う ち い ず
れ か が 挿 入 さ れ た か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 対 称 判 定 部 １ ５ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し て の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形
と 異 な る と 判 定 し た 際 に は 、 少 な く と も 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た
Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ に よ り 押 圧 さ れ て 移 動 し て い る 。 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 対 称 判 定 部
１ ５ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し て の Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形 と 異 な る と 判
定 し た 際 に 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め た 際 に 、 他 方 の 検 出
ピ ン １ ０ が 移 動 し た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 双 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 接 触 す る と 、 図 １ ８
中 の 実 線 で 示 す 位 置 か ら 図 １ ８ 中 の 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置 に 向 か う よ う に 、 一 方 の 検 出 ピ ン
１ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ い て も 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ か ら
離 れ 続 け る こ と が あ る 。 こ う す る こ と で 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿
入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 に 接 触 し た 状 態 と 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿
入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し た 状 態 と を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 一 方 の 検 出
ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め る 時 の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 予 め 定 め
ら れ る 所 定 の 値 Ａ （ 図 １ ５ な ど に 示 す ） 以 上 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 所 定 の 値 Ａ と
は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 接 触 し て 押 圧 し て 、 一
方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め る 際 の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 の
最 小 の 値 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ
き 始 め る 時 に デ ィ ス ク 検 出 器 の Ｌ Ｄ か ら Ｐ Ｄ へ の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ た か 否 か を 判 定 す る 。
一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み が 移 動 し た 状 態 で 、 こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １
０ に 近 づ き 始 め た 際 に デ ィ ス ク 検 出 器 の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ る と 、 機 器 本 体 ５ に
は 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 挿 入 さ れ た こ と を 示 し 、 レ ー ザ 光 が 遮 ら れ な い と 、 機 器 本 体 ５ に は カ ー ド
形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 挿 入 さ れ た こ と を 示 す 。 こ う し て 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １
７ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し か つ こ の
一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ を 押 圧 し た 状 態 と 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 方
の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し た 状 態 と を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に
近 づ き 始 め た 際 に デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ た 後 に 、 他 方 の 検 出
ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出
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ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め た 際 に デ ィ ス ク 検 出 器 の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ た 後 に 、 他 方
の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 す る こ と は 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 に よ り 他 方 の 検 出
ピ ン １ ０ が 押 圧 さ れ て 移 動 し た こ と を 示 し て い る 。 こ う し て 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は
、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し か つ こ の 一 方
の 検 出 ピ ン １ ０ を 押 圧 し た 状 態 と 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形
記 録 媒 体 が 双 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 接 触 し か つ こ れ ら の 双 方 の 検 出 ピ ン １ ０ を 押 圧 し た 状 態
と 、 を 判 別 す る 。 こ の よ う に 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 対 称 判 定 部 １ ５ が Ｃ Ｄ ２ ， ３
， ４ を 非 対 称 形 で あ る と 判 定 す る と 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 挿 入 す る 際 に 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０
が 共 に 移 動 す る 場 合 は 、 前 記 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ で あ る と 判 定 す る と 共 に 、
前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 一 方 が 常 に 止 ま っ た 状 態 で あ る 場 合 は 、 前 記 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 位
置 に よ り 前 記 Ｃ Ｄ ３ の 外 径 ｒ と 形 状 を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 述 し た 構 成 の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 出 し 入 れ し て い な
い 状 態 で は 、 ロ ー ラ ２ ０ を 停 止 し て い る 。 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３
， ４ が 挿 入 さ れ る と 、 ま ず 、 図 ７ 中 の ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ が 挿 入 検 出 器 か ら の 情 報
に 基 づ い て 、 挿 入 口 ８ 内 に 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体 が 侵 入 し た か 否 か を 判 定 す
る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 挿 入 口 ８ 内 に 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体 が 侵 入 し て い な い と
判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ を 繰 り 返 し 、 挿 入 口 ８ 内 に 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体
が 侵 入 し た と 判 定 す る と 、 モ ー タ ９ を 駆 動 し て 、 ロ ー ラ ２ ０ を 前 述 し た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が
機 器 本 体 ５ 内 に 侵 入 す る 方 向 に 回 転 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 む 。 こ う し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １
で は 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど が 挿 入 さ れ る ま で ロ ー ラ ２ ０ を 停 止 し 、 挿 入 口 ８
内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど が 挿 入 さ れ る と ロ ー ラ ２ ０ を 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 少 な く と も 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿
入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ に よ り 押 圧 さ れ て 移 動 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 則 ち 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ で は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 図 示 方 向
の 向 き で 真 っ 直 ぐ 入 れ た こ と に よ り 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 移 動 し て い な い 状 態 で あ る
か 否 か Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体 が ユ ー ザ に よ り 引 き 抜 か れ た か 否 か の ２ つ を 判 定 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ２ で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 移 動 し て い な い と 判 定 す る と
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 少 な く と も 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し て い る と 判 定 す る と 、 ス
テ ッ プ Ｓ ４ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 外 径 判 定 部 １ ６ が 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 検 出 ピ ン １
０ の 変 位 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 互 い に 離 れ た 後 、 こ れ ら 一 対 の 検 出 ピ ン
１ ０ 双 方 が 同 時 期 に 近 づ き 始 め た か 否 か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 外
径 判 定 部 １ ６ が 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン
１ ０ 双 方 が 同 時 期 に 近 づ き 始 め た か 否 か を 判 定 す る こ と で 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ
Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 縁 が 円 弧 状 な ど の 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ 等 の 対 称 形 で あ る も の が 挿 入 さ
れ た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 同 時 期 に 近 づ き 始 め
て い な い と 判 定 す る と 、 図 ８ 中 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 進 む 。 な お 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ４ は 、 本
明 細 書 に 記 し た 対 称 判 定 ス テ ッ プ を な し て お り 、 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 縁 に 当 接
し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 方 向 に 移 動 し 始 め る 時 期 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ，
４ が 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 外 径 判 定 部 １ ６ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 検 出 ピ ン １
０ の 変 位 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 同 時 期 に 近 づ き 始 め た 時 の 一 対 の 検 出 ピ
ン １ ０ 間 の 間 隔 （ 最 大 距 離 ） を 算 出 す る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 外 径 判 定 部 １ ６ は 、 算 出
し た 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 が 前 述 し た Ｒ ， ｒ 又 は こ れ ら Ｒ ， ｒ と 異 な る 値 で あ る か
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否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 外 径 判 定 部 １ ６ は 、 算 出 し た 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 が 前 述 し た Ｒ 又
は ｒ と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 み 、 算 出 し た 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 間 隔 が 前 述 し
た Ｒ ， ｒ と 異 な る 値 で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。 こ う し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５
で は 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 最 大 距 離 か ら 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の
外 径 を 判 定 す る 本 明 細 書 に 記 し た 外 径 判 定 ス テ ッ プ を な し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 形 状 判 定 部 １ ８ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 検 出 ピ ン １
０ の 変 位 に 基 づ い て 、 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 が 近 づ く 時 の 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 変 位
の 変 化 率 を 算 出 し 、 こ の 算 出 し た 変 化 率 が 前 述 し た 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 範 囲 内 で あ る か
否 か を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 形 状 判 定 部 １ ８ は 、 算 出 し た 変 化 率 が 前 述 し た 所 定 の 範 囲
内 で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 み 、 算 出 し た 変 化 率 が 前 述 し た 所 定 の 範 囲 内 を
越 え る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 む 。 こ う し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 機 器 本 体 ５ 内
に 、 円 板 状 の Ｃ Ｄ ２ ， ３ と カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ の う ち い ず れ か が 挿 入 さ れ て い る か 否 か を 判 定
す る 本 明 細 書 に 記 し た 形 状 判 定 ス テ ッ プ を な し て お り 、 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 際 の 検 出 ピ
ン １ ０ 間 の 間 隔 の 変 化 率 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 形 状 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と の う ち い
ず れ か が 挿 入 さ れ た と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ， Ｓ ６ ， Ｓ ８ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の
異 形 記 録 媒 体 が 挿 入 さ れ て い る と 判 定 し て 、 モ ー タ ９ を 逆 転 駆 動 し て 、 ロ ー ラ ２ ０ を 機 器
本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 排 出 す る 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ９ ま で は 、 前 述 し た よ う に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 大 径
Ｃ Ｄ ２ が 挿 入 さ れ て い る か 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０
双 方 を 押 圧 し た か 、 機 器 本 体 ５ 内 に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 挿 入 さ れ て い る か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ８ 中 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 一 方 の 検 出 ピ
ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ い た 際 に 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る
か 否 か を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た
ま ま で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 進 み 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し て い る と
判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る こ と は 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ 又
は カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の の み に 接 触 し て い る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し て い る こ と は 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 対
の 検 出 ピ ン １ ０ 双 方 に 接 触 し 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め て
も 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 し て い る こ と な ど を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の
情 報 に 基 づ い て 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め た 時 の 一 方 の 検
出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の 値 Ａ 以 上 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２
デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の 値 Ａ 以 上 で あ る と 判
定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 進 み 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の 値 Ａ を 下
回 る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 進 む 。 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の
値 Ａ 以 上 で あ る こ と は 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し て 該 一 方 の 検 出 ピ
ン １ ０ の み を 移 動 さ せ て い る こ と と 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し
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て 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の 値 Ａ 以 上 に な っ て い る こ と を 示 し て い る 。
一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 が 前 述 し た 所 定 の 値 Ａ を 下 回 る こ と は 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 一 方
の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し て 、 該 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ を 移 動 さ せ て い る こ と を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が
他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め た 際 に 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 該
デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が Ｐ Ｄ に 受 光 さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る 。 則
ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｐ Ｄ な ど の ダ イ オ ー ド が 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ を
検 出 し た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｐ Ｄ な ど の ダ イ オ ー ド
が 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ を 検 出 し た 場 合 則 ち デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ る
と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 進 み 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ を 検 出 し な い 場 合 則 ち デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ
か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ な い と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み が Ｃ Ｄ ２ ， ３ に よ り
押 圧 さ れ て 移 動 し 、 こ の 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 近 づ き 始 め た 際 に 、
デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が 遮 ら れ る こ と は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 小 径 Ｃ Ｄ ３
が 挿 入 さ れ た こ と を 示 し 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ か ら の レ ー ザ 光 が Ｐ Ｄ に 受 光 さ れ る
こ と は 、 機 器 本 体 ５ 内 に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 挿 入 さ れ た こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の
情 報 に よ り 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の
第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る と 判 定 す る と 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ８ に 進 み 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 進
む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 す る こ と は 、 デ ィ ス ク 検 出 器 １ ２ の Ｌ Ｄ
か ら の レ ー ザ 光 を 遮 っ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ に 接
触 し た こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で 、 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま
で あ る こ と は 、 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の み に 接 触 し て 該 一 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の
み を 移 動 す る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ の 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に 小 径 Ｃ
Ｄ ３ が 挿 入 さ れ た と 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ， Ｓ １ ３ ， Ｓ １ ５ ， Ｓ １ ７ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １
４ は 、 機 器 本 体 ５ 内 に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 挿 入 さ れ て い る と 判 定 し て 、
モ ー タ ９ を 逆 転 駆 動 し て 、 ロ ー ラ ２ ０ を 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 排 出
す る 方 向 に 回 転 す る 。 こ う し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ま で は 、 前 述 し た よ
う に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の う ち 一 方 の 検 出 ピ ン
１ ０ の み を 押 圧 し た か 、 機 器 本 体 ５ 内 に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ が 挿 入 さ れ て い る か を 判 定 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ８ は 、 本 明 細 書 に 記 し た 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 ス テ ッ プ を な
し て い る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入
さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 非 対 称 形 で あ る と 判 定 す る と 、 前 記 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 挿 入 す る 際
に 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 共 に 移 動 す る 場 合 は 、 前 記 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど
の 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で は 、 検 出 ピ ン １
０ の 一 方 が 常 に 止 ま っ た 状 態 で 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 位 置 に よ り Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ の 外 径 と
形 状 を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 判 定 手 段 と し て の Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 変 位 セ ン サ １ １ が 検 出 し た 一 対 の 検
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出 ピ ン １ ０ の 変 位 に 基 づ い て 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た 記 録 媒 体 と し て の Ｃ Ｄ が 大 径 Ｃ
Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 と の う ち い ず れ か で あ る か を 判 定
す る 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ， Ｓ ６ ， Ｓ ８ ， Ｓ １ １ ， Ｓ １ ３ ， Ｓ １ ５ ， Ｓ
１ ７ の よ う に 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ が カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 で あ
る と 判 定 し た 際 に 、 搬 送 ユ ニ ッ ト ６ に カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 を 機 器 本 体 ５ 内
か ら 排 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ が 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ と 接 触 し て 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン
１ ０ の 変 位 に 基 づ い て 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ を 判 別 す る の で 、 確 実 に 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ
た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が Ｃ Ｄ ２ ， ３ か 異 形 記 録 媒 体 と し て の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ か を 判 別 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 異 形 記 録 媒 体 と し て の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ で あ る と 判 定 す る と 、 搬 送
ユ ニ ッ ト ６ に こ の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ を 排 出 さ せ る 。 こ の た め 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記
録 媒 体 が 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ る 前 に 、 こ の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 を 機 器
本 体 ５ 外 に 排 出 で き る 。 し た が っ て 、 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ な ど の 異 形 記 録 媒 体 が 機 器 本 体 ５ 内
か ら 排 出 で き な く な る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 対 称 判 定 部 １ ５ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 対 称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る
。 こ の た め 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 円 弧 状 の 対 称 形 で あ る Ｃ Ｄ ２ ，
３ か カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ で あ る か を 判 別 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 外 径 判 定 部 １ ６ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ５ で 、 対 称 形 で あ る と 判 別 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ の 外
径 Ｒ ， ｒ を 判 別 す る 。 こ の た め 、 機 器 本 体 ５ 内 に 収 容 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が 、 大 径 Ｃ Ｄ
２ 又 は 小 径 Ｃ Ｄ ３ と 同 じ 外 径 Ｒ ， ｒ の Ｃ Ｄ で あ る か を 把 握 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 さ ら に 、 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で 、 小 径 Ｃ Ｄ
３ で あ る か カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ で あ る か を 判 別 す る 。 こ の た め 、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ
Ｄ ２ ， ３ ， ４ が デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ ３ か 異 形 記 録 媒 体 と し て の カ ー ド 形
Ｃ Ｄ ４ で あ る か を 判 別 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 形 状 判 定 部 １ ８ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 Ｃ Ｄ が 円 板 状 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の た め
、 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ が デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の Ｃ Ｄ ２ ， ３ か
異 形 記 録 媒 体 と し て の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ で あ る か を 判 別 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 前 述 し た 実 施 例 で は 、 異 形 記 録 媒 体 と し て 、 図 ４ に 示 す 平 面 形 状 が 矩 形 状 の カ ー ド 形 Ｃ
Ｄ ４ を 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 で は 、 異 形 記 録 媒 体 と し て 、 図 ５ に 示 す 平 面 形
状 が 樽 形 （ 小 判 形 ） の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ ａ を 用 い て も 良 い 。 要 す る に 、 本 発 明 で は 、 円 板 状
以 外 の 形 状 の 記 録 媒 体 を 異 形 記 録 媒 体 と す る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 を
検 出 で き る セ ン サ で あ れ ば 、 検 出 手 段 と し て 種 々 の も の を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 Ｌ Ｄ と Ｐ Ｄ と を 備 え た 挿 入 検 出 器 を 設 け ず に 、 前 述 し た ス テ ッ プ
Ｓ １ で は 、 変 位 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、 前 述 し た 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 し た か 否
か で 、 挿 入 口 １ ０ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体 が 挿 入 さ れ た か 否 か を 判 定 し て も 良 い 。
勿 論 、 検 出 ピ ン １ ０ が 移 動 す る と 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の 物 体 が 挿 入 さ れ た
こ と を 示 し 、 検 出 ピ ン １ ０ が 止 ま っ た ま ま で あ る と 、 挿 入 口 ８ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ な ど の
物 体 が 挿 入 さ れ て い な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 前 述 し た 実 施 例 に よ れ ば 、 以 下 の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ 付 記 １ ） 　 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と を 機 器 本 体 ５ に 収 容 し て 、

10

20

30

40

50

(13) JP 2005-293681 A 2005.10.20



こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ に お い て 、
　 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ て い る と と も に 、 前 記 大 径
Ｃ Ｄ ２ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該 Ｃ Ｄ ２ の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る
方 向 に 移 動 し 、 前 記 小 径 Ｃ Ｄ ３ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 少 な く と も 一 方 が 該 小 径
Ｃ Ｄ ３ の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ と 、
　 前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位 を 検 出 す る 変 位 セ ン サ １ １ と 、
　 前 記 機 器 本 体 ５ 内 に Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ を 導 く 搬 送 ユ ニ ッ ト ６ と 、
　 前 記 変 位 セ ン サ １ １ が 検 出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ の 変 位 に 基 づ い て 、 機 器 本 体 ５
内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 前 記 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 前 記 小 径 Ｃ Ｄ ３ と こ れ ら の Ｃ Ｄ
２ ， ３ と 外 形 の 異 な る カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ ， ４ ａ と の う ち 何 れ か 一 つ で あ る か を 判 定 し 、 機 器
本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 前 記 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ ４ ， ４ ａ で あ る と 判 定 し
た 際 に 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト ６ に 前 記 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ を 前 記 機 器 本 体 ５ 内 か ら 排 出 さ せ
る Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ 付 記 ２ ） 　 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 最 大 距 離 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３
， ４ ， ４ ａ の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 部 １ ６ と 、 前 記 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の
外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 際 の 変 化 率 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３
， ４ ， ４ ａ の 形 状 を 判 定 す る 形 状 判 定 部 １ ８ と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ 付 記 ３ ） 　 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移
動 し た 前 記 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く 方 向 に 移 動 し 始 め る 時 期 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 対
称 形 で あ る か 否 か を 判 定 す る 対 称 判 定 部 １ ５ を 更 に 含 み 、
　 前 記 対 称 判 定 部 １ ５ で Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ を 対 称 形 で あ る と 判 定 す る と 、 前 記 外 径 判
定 部 １ ６ と 前 記 形 状 判 定 部 １ ８ で 外 径 と 形 状 を 判 定 し 、
　 前 記 対 称 判 定 部 １ ５ で Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 非 対 称 形 で あ る と 判 定 す る と 、 前 記 一 対
の 検 出 ピ ン １ ０ が 共 に 移 動 す る 場 合 は 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ を 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判
定 す る と 共 に 、 前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 一 方 が 常 に 止 ま っ た 状 態 で 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 位 置
に よ り Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 外 径 と 形 状 を 判 別 す る 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部 １ ７ と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ 記 載 の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 （ 付 記 ４ ） 　 互 い に 外 径 の 異 な る 大 径 Ｃ Ｄ ２ と 小 径 Ｃ Ｄ ３ と を 機 器 本 体 ５ に 収 容 し て 、
こ れ ら の Ｃ Ｄ ２ ， ３ に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の Ｃ Ｄ の 判 別 方 法 に お い
て 、
　 前 記 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ が 、 互 い に 接 離 自 在 に 設 け ら れ か つ 互 い に 近 づ く 方 向 に 付 勢 さ れ て
い る と と も に 、 前 記 Ｃ Ｄ ２ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 双 方 と も 該 Ｃ Ｄ ２ の 外 縁 に 接
触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 し 、 前 記 Ｃ Ｄ ３ が 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ る 際 に 少 な く と
も 一 方 が Ｃ Ｄ ３ の 外 縁 に 接 触 し て 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ と 、
　 前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 前 記 接 離 方 向 に 沿 っ た 変 位 を 検 出 す る 変 位 セ ン サ １ １ と 、 を 備 え 、
　 前 記 変 位 セ ン サ １ １ が 検 出 し た 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ 間 の 最 大 距 離 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ，
４ ， ４ ａ の 外 径 を 判 定 す る 外 径 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ５ と 、
　 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン １ ０ が 近 づ く
際 の 変 化 率 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 形 状 を 判 定 す る 形 状 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ７ と 、
　 を 含 ん だ こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ １ の Ｃ Ｄ の 判 別 方 法 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ 付 記 ５ ） 　 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 外 縁 に 当 接 し て 離 間 方 向 に 移 動 し た 前 記 検 出 ピ ン
１ ０ が 近 づ く 方 向 に 移 動 し 始 め る 時 期 か ら Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ を 対 称 形 で あ る か 否 か を
判 定 す る 対 称 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ４ を 更 に 含 み 、
　 前 記 対 称 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 対 称 形
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で あ る と 判 定 す る と 、 前 記 外 径 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ５ と 前 記 形 状 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 外 径 と 形
状 を 判 定 し 、
　 前 記 対 称 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 機 器 本 体 ５ 内 に 挿 入 さ れ た Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ が 非 対 称
形 で あ る と 判 定 す る と 、 前 記 一 対 の 検 出 ピ ン １ ０ が 共 に 移 動 す る 場 合 は 、 Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４
， ４ ａ を 異 形 記 録 媒 体 で あ る と 判 定 す る と 共 に 、 前 記 検 出 ピ ン １ ０ の 一 方 が 常 に 止 ま っ た
状 態 で 他 方 の 検 出 ピ ン １ ０ の 位 置 に よ り Ｃ Ｄ ２ ， ３ ， ４ ， ４ ａ の 外 径 と 形 状 を 判 別 す る 第
２ デ ィ ス ク 判 定 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ８ を 含 ん だ こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の Ｃ Ｄ プ レ
ー ヤ １ の Ｃ Ｄ の 判 別 方 法 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 な お 、 前 述 し た 実 施 例 は 本 発 明 の 代 表 的 な 形 態 を 示 し た に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は 、 実 施 例 に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 即 ち 、 本 発 明 の 骨 子 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 し て 実 施 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 記 録 媒 体 再 生 装 置 と し て の Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ の 外 観 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ で 情 報 が 読 み 出 さ れ る 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し
て の 大 径 Ｃ Ｄ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ で 情 報 が 読 み 出 さ れ る 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し
て の 小 径 Ｃ Ｄ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ の 機 器 本 体 内 に 挿 入 さ れ る こ と を 防 止 す る 異 形 記 録
媒 体 と し て の カ ー ド 形 Ｃ Ｄ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ の 主 要 な 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ が Ｃ Ｄ を 判 別 す る 過 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の 一 部
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の 残 り の 部 分 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 内 に 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 大 径 Ｃ Ｄ が 挿
入 さ れ る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 さ れ た 状 態 か ら さ ら に 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 大 径 Ｃ Ｄ が 奥
に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 さ れ た 状 態 か ら さ ら に 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 大 径 Ｃ Ｄ が
奥 に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ６ に 示 さ れ た Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 内 に 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ が
挿 入 さ れ る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 状 態 か ら さ ら に 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ が
奥 に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 さ れ た 状 態 か ら さ ら に 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ が
奥 に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 と し て の 小 径 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態
の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 ４ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態 の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態 の 更 に 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態 の 別 の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ に 示 さ れ た カ ー ド 形 Ｃ Ｄ が 挿 入 さ れ る 状 態 の 更 に 別 の 他 の 例 を 示 す 説 明
図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 １ 　 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ （ 記 録 媒 体 再 生 装 置 ）
　 ２ 　 大 径 Ｃ Ｄ （ 大 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 、 記 録 媒 体 ）
　 ３ 　 小 径 Ｃ Ｄ （ 小 径 デ ィ ス ク 形 記 録 媒 体 、 記 録 媒 体 ）
　 ４ ， ４ ａ 　 カ ー ド 形 Ｃ Ｄ （ 異 形 記 録 媒 体 、 記 録 媒 体 ）
　 ５ 　 機 器 本 体
　 ６ 　 搬 送 ユ ニ ッ ト （ 搬 送 手 段 ）
　 １ ０ 　 検 出 ピ ン
　 １ １ 　 変 位 セ ン サ （ 検 出 手 段 ）
　 １ ４ 　 Ｃ Ｐ Ｕ （ 判 定 手 段 ）
　 １ ５ 　 対 称 判 定 部
　 １ ６ 　 外 径 判 定 部
　 １ ７ 　 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 部
　 １ ８ 　 形 状 判 定 部
　 ２ １ 　 第 １ デ ィ ス ク 判 定 部
　 Ｓ ４ 　 対 称 判 定 ス テ ッ プ
　 Ｓ ５ 　 外 径 判 定 ス テ ッ プ
　 Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ８ 　 第 ２ デ ィ ス ク 判 定 ス テ ッ プ
　 Ｓ ７ 　 形 状 判 定 ス テ ッ プ
　 Ａ 　 所 定 の 値
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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